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問

ト
イ
レ
カ
ー
な
ど
の
導
入
に
当

た
り
、
普
通
交
付
税
交
付
団
体
が
活

用
で
き
る
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債

の
仕
組
み
は
。

答

緊
急
性
が
高
い
防
災
事
業
に
活

用
さ
れ
る
地
方
債
で
あ
り
、
充
当
率

が
１
０
０
％
、
そ
の
う
ち
元
利
償
還

金
の
70
％
が
普
通
交
付
税
に
算
入
さ

れ
る
有
利
な
制
度
で
あ
る
が
、
現
時

点
で
は
令
和
７
年
度
ま
で
の
時
限
措

置
と
な
っ
て
い
る
。

問

本
市
が
ト
イ
レ
カ
ー
や
ト
イ
レ

ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
導
入
す
る
場
合
、

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
を
活
用
す

る
こ
と
は
可
能
か
。
ま
た
、
こ
の
制

度
を
活
用
し
な
い
場
合
、
基
金
や
通

常
の
起
債
、
都
補
助
、
ふ
る
さ
と
納

税
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と

い
っ
た
代
替
財
源
を
ど
う
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、考
え
は
。

問

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
実
施

の
経
緯
と
概
要
に
つ
い
て
は
。

答

経
緯
に
つ
い
て
は
、
農
業
者
の

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に
よ
る
農
地

減
少
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
農
業
経

営
の
円
滑
な
継
続
を
目
指
し
、
構
築

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
平
成
28
年
度
か
ら「
い
な
ぎ
農

業
ふ
れ
あ
い
塾
」（
以
下
、
ふ
れ
あ

い
塾
）を
開
講
し
、援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成
を
開
始
し
た
。
概
要
に
つ

い
て
は
、
ふ
れ
あ
い
塾
に
お
い
て
、

１
年
間
の
実
習
や
座
学
で
農
業
知
識

を
習
得
し
た
修
了
生
が
、
農
業
者
の

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
に
よ
り

営
農
が
困
難
と
な
っ
た
農
家
の
求
め

に
応
じ
て
、
無
償
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

問

課
題
に
つ
い
て
は
。

答

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

問

ｉ
バ
ス
の
運
転
手
不
足
の
解
決

策
に
つ
い
て
。
行
政
職
員
の
バ
ス
運

転
手
と
し
て
の
兼
業
に
つ
い
て
は
。

答

市
で
は
、
地
方
公
務
員
法
に
基

づ
き
、
一
般
的
に
兼
業
の
許
可
は
で

き
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問

６
月
11
日
、
総
務
省
は
、「
地

方
公
務
員
の
兼
業
に
関
す
る
技
術
的

助
言
の
通
知
」を
発
出
し
た
。
市
の

認
識
お
よ
び
考
え
方
は
。

答

地
方
公
務
員
法
第
38
条
で
は
、

任
命
権
者
の
許
可
を
得
る
こ
と
で
一

部
容
認
し
て
い
る
が
、
原
則
禁
止
と

な
っ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
の
特
質

上
、
職
員
が
兼
業
を
行
う
際
は
、
公

務
能
率
の
確
保
、
職
務
の
公
正
の
確

保
、
職
員
の
品
位
の
保
持
の
基
本
的

な
原
則
を
満
た
す
こ
と
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
「
わ
た
し
の
安
心
ラ
イ
フ
＆
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」の
詳
細
は
。

答

章
立
て
構
成
に
な
っ
て
お
り
、

「
わ
た
し
の
こ
と
」の
章
で
、
自
身
の

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
か
か
っ
て
い
る
医

療
機
関
な
ど
、「
も
し
も
の
時
は
」の

章
で
、
病
気
や
要
介
護
、
判
断
能
力

が
低
下
し
た
と
き
に
ど
う
し
た
い

か
、「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
」の
章
で
、
葬

儀
や
供
養
の
方
法
、
遺
言
書
な
ど
、

「
大
切
な
人
た
ち
」の
章
で
、
家
族
な

ど
に
つ
い
て
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
、「
財

産
に
つ
い
て
」の
章
で
、
資
産
や
負

債
に
つ
い
て
記
入
す
る
。

問

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
、
事

業
の
充
実
に
つ
い
て
見
解
は
。

答

市
が
委
託
し
て
い
る
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
が
行
う
市
民
向
け
講

座
の
一
つ
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

令
和
６
年
度
の
主
な
講
座
内
容
は
、

問

下
水
熱
利
用
に
関
す
る
国
の
方

針
の
概
要
は
。

答

都
市
の
低
炭
素
化
お
よ
び
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
を
目

的
と
し
て
、
下
水
熱
の
有
効
利
用
を

推
進
し
て
お
り
、
下
水
処
理
場
や
下

水
道
管
か
ら
の
熱
回
収
技
術
の
普
及

を
支
援
し
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

立
や
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
に
資
す
る

施
策
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問

下
水
熱
利
用
の
類
型
と
し
て
は
、

下
水
処
理
場
や
ポ
ン
プ
場
か
ら
の
利

用
、
下
水
管か

ん

渠き
ょ

か
ら
の
利
用
な
ど
が

あ
り
、
規
模
も
非
常
に
大
き
な
も
の

か
ら
小
規
模
な
も
の
ま
で
あ
る
。
下

水
管
渠
か
ら
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
介
し

て
利
用
す
る
中
小
規
模
の
事
例
は
。

答

国
土
交
通
省
が
示
す
下
水
熱
利

用
に
係
る
取
組
事
例
集
で
は
、
豊
田

市
の
高
齢
者
福
祉
施
設
で
下
水
道
管

答

ト
イ
レ
カ
ー
な
ど
の
導
入
が
緊

急
性
の
高
い
防
災
事
業
と
し
て
同
意

を
得
ら
れ
た
ら
、
充
当
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
財
源
を

充
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
全
体

の
予
算
編
成
の
中
で
整
理
す
る
も
の

で
あ
る
。

問

ど
の
よ
う
な
手
続
で
同
意
を
得

る
必
要
が
あ
る
の
か
。
そ
の
同
意
を

得
る
た
め
に
市
と
し
て
現
在
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
進
め
て
い

る
の
か
。
今
年
度
中
に
導
入
の
是
非

を
結
論
づ
け
、
市
民
に
明
確
に
説
明

す
る
と
い
う
考
え
は
あ
る
か
。

答

地
方
債
は
都
知
事
へ
協
議
し
同

意
を
得
る
も
の
で
、
事
業
化
後
に
手

続
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

調
査
・
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
説
明
す
る
段
階
で
は
な
い
。

躍
し
た
い
と
希
望
す
る
、
ふ
れ
あ
い

塾
の
修
了
生
人
数
に
比
べ
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
用
農
家
数
が
少
な
い
こ
と

で
あ
る
。

問

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
依
頼

方
法
と
依
頼
す
る
際
の
規
定
に
つ
い

て
は
。

答

依
頼
方
法
は
、
援
農
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
派
遣
を
希
望
す
る
農
家
が

市
へ
、希
望
す
る
日
時
、作
業
内
容
、

人
数
な
ど
の
必
要
事
項
を
窓
口
、
電

話
ま
た
は
メ
ー
ル
を
通
じ
て
伝
え
て

も
ら
っ
て
い
る
。
依
頼
す
る
際
の
規

定
は
、
援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介
農

家
と
し
て
登
録
し
て
も
ら
う
こ
と
を

条
件
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
登
録
で

き
る
農
家
は
、
経
営
耕
地
面
積
が
10

ア
ー
ル
以
上
ま
た
は
農
産
物
販
売
金

額
が
年
間
15
万
円
以
上
と
し
て
い
る
。

問

小
田
急
バ
ス
株
式
会
社(

以
下
、

小
田
急
バ
ス)

の
免
許
取
得
支
援
制

度
の
具
体
的
な
内
容
、
市
で
免
許
取

得
支
援
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
は
。

答

大
型
自
動
車
第
二
種
運
転
免
許

を
取
得
し
て
い
な
い
運
転
手
志
望
の

方
が
養
成
員
と
し
て
入
社
後
、
免
許

取
得
に
向
け
て
提
携
し
て
い
る
自
動

車
教
習
所
で
教
習
を
受
け
る
条
件
の

下
、
費
用
を
小
田
急
バ
ス
が
負
担
す

る
支
援
制
度
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

市
か
ら
小
田
急
バ
ス
な
ど
の
路
線
バ

ス
事
業
者
へ
の
運
転
免
許
取
得
に
関

す
る
支
援
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
市
の
職
員
を
営
利
企
業
の
バ

ス
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
兼
業
さ
せ
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

兼
業
職
員
の
た
め
の
大
型
免
許
取
得

に
係
る
支
援
を
行
う
予
定
は
な
い
。

財
産
管
理
や
相
続
、
身
寄
り
の
な
い

方
向
け
の
身
元
保
証
や
成
年
後
見
制

度
、
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
活
用

な
ど
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
引
き
続

き
現
行
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
。

問

終
活
情
報
を
市
に
登
録
し
、
市

が
伝
達
す
る
、
終
活
情
報
登
録
事
業

（
わ
た
し
の
終
活
情
報
登
録
）に
つ
い

て
、
認
識
と
導
入
の
考
え
は
。

答

主
に
高
齢
者
が
、緊
急
連
絡
先
、

持
病
、
葬
儀
の
生
前
契
約
、
お
墓
の

場
所
な
ど
の
情
報
を
自
治
体
に
登
録

し
、
本
人
の
救
急
搬
送
時
や
死
後
な

ど
に
、
警
察
、
消
防
、
医
療
機
関
、

あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
情
報
開
示
対

象
者
か
ら
照
会
が
あ
っ
た
場
合
に
そ

の
情
報
を
自
治
体
が
伝
達
す
る
も
の

で
、
現
在
15
程
度
の
自
治
体
で
行
わ

れ
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、
現
時

点
で
導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

渠
か
ら
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収
し
、

水
熱
源
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
介
し
て
施

設
に
お
湯
を
供
給
す
る
熱
利
用
や
、

新
潟
市
が
保
有
す
る
農
業
用
ハ
ウ
ス

「
花
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」で
は
、
下
水
道

管
渠
か
ら
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収

し
、
水
熱
源
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
よ
り

温
め
、
冬
期
間
の
暖
房
と
し
て
使
用

し
て
い
る
中
小
規
模
の
事
例
が
あ
る
。

問

市
に
お
け
る
下
水
熱
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
。

答

都
下
水
道
局
が
管
理
し
て
い
る

稲
城
幹
線
で
は
、
調
査
・
公
表
し
て

お
り
、
４
１
９
ギ
ガ
ジ
ュ
ー
ル
以
上

と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
密
度
は
６
段
階
の
下
か
ら
２
番

目
で
あ
り
、
密
度
と
し
て
は
低
い
状

況
で
あ
る
。
な
お
、
市
が
管
理
し
て

い
る
公
共
下
水
道
で
は
、
さ
ら
に
そ

れ
よ
り
低
い
密
度
と
な
る
。

武田
議員

市
民
の
命
を
救
う
災
害
時
の
避
難
所
に
お
け
る

ト
イ
レ
に
つ
い
て

角田
議員

援
農
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
に
つ
い
て

川村
議員

バ
ス
の
運
転
手
不
足
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て

梶浦
議員

終
活
支
援
の
充
実
と
終
活
情
報
登
録
事
業

（
わ
た
し
の
終
活
情
報
登
録
）に
つ
い
て

村上
議員

下
水
熱
利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て

※
茶
色
く
太
字
に
な
っ
て
い
る
用
語
に
つ
い
て
は
7
面
で
詳
し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

▲市で配布しているエンディングノート


